























































































































































































































	第Ⅰ部　現況及び開発コンセプト
	第4章　穀物輸送の現況
	4-1 ラ・プラタ河流域における港湾の現況
	4-1-2 アルゼンチン国
	4-1-3 ブラジル国
	4-1-4 パラグアイ国
	4-1-5 ボリビア国

	4-2 輸送システムの現況
	4-2-1 現況の輸送ルート
	4-2-2 輸送の各手段別現況の輸送費用

	4-3 アルゼンチンでの穀物生産の現況
	4-3-1 穀物生産地帯
	4-3-2 各港での取扱量
	4-3-3 各国、各地域への取扱量


	第5章　近隣港の状況
	5-1 概要
	5-1-1 近隣港の位置
	5-1-2 フライ・ベントス港
	5-1-3 ヌエヴァ・パルミラ港
	5-1-4 コロニア港


	第6章　進入航路及び泊地の土砂堆積
	6-1 一般
	6-2 進入航路の維持浚渫量解析についてのレヴュー
	6-2-1 経験浚渫のデータに基づく計算
	6-2-2 維持浚渫の実績にもとづいた計算
	6-2-3 半経験式による進入航路に沿った埋没厚さの推定
	6-2-4 一般式による埋没量推定の原理
	6-2-5 一般式による埋没量の推定

	6-3 港内泊地維持浚渫土量の解析についてのレヴュー
	6-3-1 試験浚渫のデータに基づく計算
	6-3-2 維持浚渫の実績にもとづいた計算
	6-3-3 埋没厚さの推定
	6-3-4 一般式による埋没量の推定

	6-4 考察
	6-4-1 進入航路に対する維持浚渫土量の検討
	6-4-2 前泊地に対する維持浚渫量の検討


	第7章　開発コンセプトの概略検討
	7-1 検討の目的
	7-2 モンテヴィデオ港の解決を迫られている課題
	7-2-1 荷役の低効率
	7-2-2 漁船のバース占有の高さ
	7-2-3 コンテナターミナル以外の地区に溢れ出ているコンテナ
	7-2-4 港湾開発戦略の必要性

	7-3 湾内における基本的な機能配置
	7-3-1 港湾の基本的機能
	7-3-2 機能配置

	7-4 一般バースの取扱能力の概略評価
	7-4-1 モンテヴィデオ港の輸出入貨物量の傾向
	7-4-2 計算の前提
	7-4-3 概略の容量計算

	7-5 マスタープランが提案した他の施設に関する簡単なコメント
	7-5-1 石油製品バース
	7-5-2 海軍基地
	7-5-3 船舶修理区域



	第Ⅱ部　短期整備計画
	第1章　需要予測
	1-1 社会経済指標の予測
	1-1-1 国内総生産
	1-1-2 人口

	1-2 輸出
	1-2-1 概要
	1-2-2 各構成要素の予測

	1-3 輸入
	1-3-1 概要
	1-3-2 各グループの予測

	1-4 トランジット貨物
	1-4-1 概要
	1-4-2 国際トランジット貨物
	1-4-3 国内トランジット貨物

	1-5 荷姿別輸出入量
	1-5-1 輸出
	1-5-2 輸入

	1-6 モンテヴィデオでトランシップされる穀物量の予測
	1-6-1 ボリビア
	1-6-2 パラグァイ
	1-6-3 アルゼンチン

	1-7 漁船
	1-7-1 モンテヴィデオ港の国内漁船
	1-7-2 外国漁船


	第2章　新しい穀物輸送システムの考察
	2-1 概要
	2-2 現在の輸送体系の問題点
	2-2-1 アルファーゾーンでの現況の作業

	2-3 新しい輸送システム検討の前提
	2-3-1 バラ穀物用船舶
	2-3-2 モンテヴィデオ港の機能




